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1. はじめに 

令和３年度病床機能報告における報告結果の利用に係る留意事項（以下、「本資料」という。）は、令

和 3 年度に実施した病床機能報告の年度別病床機能公表データの「令和 3 年度病床機能報告の結果」の

利用方法について、その概要をまとめたものです。 

令和 3 年度病床機能報告の概要は、厚生労働省ホームページの病床機能報告のページに記載していま

す。 

（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000055891.html） 

また、令和 3 年度病床機能報告の結果についても、上記のページの年度別病床機能報告公表データの

箇所に掲載しています。 

 

2. 年度別病床機能報告公表データの取得方法 

 上記のホームページのリンクから、ファイルをダウンロードして入手することができます。 

 報告結果ファイルは、報告様式別に全国の報告をまとめた以下のファイルで構成されています。 

 

 R03 報告結果_施設票(全国).xlsx 

 R03 報告結果_診療所票(全国).xlsx 

 R03 報告結果_様式 1 病棟票(全国).xlsx 

 R03 報告結果_様式 2 病棟票_月別(全国).xlsx 

 R03 報告結果_様式 2 病棟票_年間合計(全国).xlsx 

 R3 留意事項 pdf (本資料) 

 

3. 報告の概要 

(1) 病床機能報告の対象医療機関 

 病床機能報告の報告対象となる医療機関の条件は下表の通りです。 

一般・療養病床 対象外要件 

※ 

病院 

（20 床以上） 

有床診療所 

（1 床～19床） 

有する 該当しない 対象 対象 

該当 報告対象外 

有さない - 報告対象外 

 

※一般・療養病床を有する場合でも、以下の何れかの条件に該当する場合は報告対象外です。 

ａ．都道府県に全許可病床を返還済み⼜は各年度末までに返還予定（無床診療所に移⾏予定）である医

療機関 

ｂ．特定の条件に該当する医療機関 

・刑事施設等や⼊国者収容所等の中に設けられた医療機関や皇室⽤財産である医療機関（宮内庁病

院） 

  ・特定の事業所等の従業員やそのご家族の診療のみを⾏う医療機関であって、保険医療機関でない

もの 

ｃ．休院・廃院済み⼜は各年度末までに休院・廃院予定である医療機関  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000055891.html
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ｄ．各年７⽉２⽇以降に新たに開設した医療機関 

 

(2) 病床機能報告公表データの対象データ 

令和３年度病床機能報告のデータを基に作成されています。ただし、各都道府県において個別に情報

を更新している場合もあることから、最新の報告内容については、各都道府県のホームページにてご確

認ください。 

病床機能報告の報告項目には、報告が必要な必須項目と、それ以外の任意項目があります。 

・必須項目であって医療機関から報告がない項目は「未報告又はデータ不備」、 

・任意項目であって医療機関から報告がない項目は「－」 

と表示しています。 

※報告された項目であっても、データの不備（合計値と内訳値の不突合など）がある項目は「未報告

又はデータ不備」又は「－」と表示しています。 

※特定の条件に該当する場合にのみ報告する項目において、報告がなかった項目は「－」と表示して

います。 

 

(3) 報告の単位 

 報告の単位は、医療機関の施設単位とその施設の病棟単位の 2 種類です。病棟は、一般病棟、療養病

棟のみを対象としています。 

 

(4) 報告項目ごとの対象期間 

 令和 3 年度病床機能報告においては、報告項目毎に報告対象期間が異なるものがあります。 

 医療機関の施設については令和 3 年 7 月 1 日時点ですが、通年の報告データについては令和 2 年 4 月

1 日から令和 3 年 3 月 31 日までを対象としています。 

 

(5) 令和3年度病床機能報告の報告結果の利用に係る留意事項 

令和3年度病床機能報告の報告結果のご利用にあたっては、以下の事項についてご留意ください。 

① 病床機能報告の報告対象は、一般病床又は療養病床を有する病院及び診療所です。 

② 各都道府県において個別に情報を更新している場合もありますので、最新の報告内容について

は、各都道府県のホームページをご確認ください。 

③ 病床機能報告の調査は報告様式１（各病棟の医療機能等の基本情報）と報告様式２（各病棟で提

供している医療の内容等）の２つの報告様式で調査を実施しています。令和３年度病床機能報告

からは、報告する入院診療実績の通年化（令和2年4月から令和3年3月の診療実績の報告）がされ

ました。 

④ 病床機能報告の報告結果に掲載されている「オープンデータ医療機関コード」は、同一医療機関

が前年度にも報告がある場合、前年度と同一のコードが割り当てられるように処理しています。

ただし、医療機関の名称変更や移転等により同一の医療機関とみなせない場合、異なるコードを

付与している場合があります。また、一部の診療所において、「オープンデータ医療機関コー

ド」の再割り当てを実施しています。対象医療機関を別紙「オープンデータ医療機関コード変更
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医療機関一覧」にて掲載しています。 

⑤ 病床機能報告の報告結果に掲載されている「オープンデータ病棟コード」は、同一医療機関の同

一病棟であっても前年度とは異なるコードに変更している場合があります。 

⑥ 病床機能報告の報告項目の中で、医療機関から報告がなかった項目等は、「０」又は「－」と表

示しています。 

○「０」と表示しているのは以下の場合です。 

• 医療機関にて「０」と回答している場合 

• 以下の項目において医療機関からの回答が空欄（ブランク）である場合 

※ 調査時に、空欄（ブランク）の場合は「０」とみなすことを周知していた項目 

 様式1病院病棟票 

 ２．許可病床数・最大使用病床数等 

 ４．病棟部門の職員数 

 ６．入院患者数の状況 

 ７．入棟前の場所・退棟先の場所別の入院患者の状況 

 ８．退院後に在宅医療を必要とする患者の状況 

 ９．分娩件数 

 様式1病院施設票 

 看取りを行った患者数 

 救急医療の実施状況 

 施設全体の最大使用病床数・最小使用病床数 

 医療機器の台数 

 退院調整部門の設置状況 > 退院調整部門に勤務する職員数 

 職員数 

 有床診療所票 

 ５．許可病床数・最大使用病床数等 

 ６．一般病床・療養病床で算定する入院基本料別の届出病床数 

 ７．職員数 

 ９．入院患者数の状況 

 10．入院前の場所・退院先の場所別の入院患者の状況 

 11．退院後に在宅医療を必要とする患者の状況 

 13．往診、訪問診療を行った患者延べ数 

 14．看取りを行った患者数 

 15．分娩件数 

 16．救急医療の実施状況 

 17．リハビリテーションの状況 

 18．医療機器の台数 

 19．退院調整部門の設置状況 

 様式2病棟票 

 １．算定する入院基本料・特定入院料の状況～12.医科歯科の連携状況 
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 ３．幅広い手術の実施状況「手術総数」又は「全身麻酔の手術総数」の報告はあるが、

その内訳となる１４.幅広い手術の個別の実施状況の報告がない場合（該当項目は３．幅

広い手術の実施状況の「臓器別の状況」） 

○その他の項目について、医療機関からの回答が空欄（ブランク）又は不備の場合は「－」と表示し

ています。 

⑦ 病床機能報告の報告項目において、救急医療の実施状況や算定する入院基本料・特定入院料等の

状況、幅広い手術の実施状況等については、件数が１件から９件までの場合に「*」として秘匿化

して掲載しています。また、年間と月別のように合計科目に対する内数に「*」がある場合にはそ

の合計科目も「*」としています。 

⑧ 病床機能報告の通年化に伴い、月別と年間合計の報告が必要となる項目においては、項目によっ

て回答必須の条件指定が異なるため、以下の通り年間合計項目と月別項目の各値が整合しない場

合があります。年間を必須とする項目、月別を必須とする項目については、別紙「令和3年度病床

機能報告データ定義」資料を参照ください。 

・ 月別が必須となる項目の入力例 

 

 

 

※ 紙媒体による報告等では、月別が必須となる項目であっても年間値のみが報告されてい

る場合がある。 

 

・ 年間が必須となる項目の入力例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

4. データの性質 

(1) 報告項目の定義（施設属性、人員、実績、等） 

データ項目の定義については別紙「令和 3 年度病床機能報告データ定義」資料を参照ください。 

 

(2) レセプトデータの範囲 

 病床機能報告の一部結果については、令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月診療分の診療報酬請求データを集

計したものを医療機関が確認した上で報告されています。該当の項目については別紙を参照ください。 

 


